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１ 単元名  人物の変化をとらえよう 

教材名 「走れ」（東京書籍４年上） 

 

２ 指導観 

 本単元で扱う内容は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第３学年及び第４学年「Ｃ 読むこと」 

ウ 場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基

に想像して読むこと。 

  本教材は、時間の経過に沿って物語が展開し、場面の移り変わりをとらえやすい教材である。また、

中心となる人物の気持ちが心内語で表されている部分が多く、そのときどきの人物の気持ちがつかみ

やすい。人物の気持ちの変化をとらえる学習に取り組む児童にとって、適した教材だと思われる。ま

た、運動会を取り上げた題材は、児童にとって身近な内容であり、自分の体験とも関連付けて素直な

感想を伝え合うことができる教材である。また、児童はこれから生きていくうえで書く機会も増えて

いく。気持ちの変化があるこの教材をまとめることで、まとめる力をつけ、総合などで使える力にで

きる教材である。 

本単元では、中心人物の気持ちが変化する物語を併せて読み、「走れ」で学習したことを参考にして

ほぼ毎時間の後半に、自分のリーフレットを作るという活動を設定した。本単元でねらう「中心人物

に着目して、叙述を人物像や対人物との関わりを考え、中心人物の気持ちの変化を読む能力」の育成

を目指す。 

 

本学級の児童は、読書が好きな児童が多く、読書の時間を楽しみにしており、集中して読書をして

いる。しかし、自分の考えを文章で書くことや自分の考えを発表することに苦手意識を持っている児

童も多くいる。児童は、3 年 10 月「サーカスのライオン」で、人物の気持ちや変化に気をつけて読む

学習を行い、４月単元「こわれた千の楽器」で、読み取った場面の様子や人物の気持ちが伝わるよう

に音読発表に取り組んだ。前単元の「ヤドカリとイソギンチャク」では、めあてに対するまとめを自

分の言葉で書き、書くことに慣れてきた。そこで、好きな読書を生かし、書く力をつけるためにもリ

ーフレット作りを設定した。 

 

第一次の単元の導入では、用意したリーフレットを見て、「走れ」の学習を通して「中心人物の気持

ちの変化を読み取る学習をすること」を知る。その後、そのためにどんな学習をしたいのか話し合

い、学習課題を設定し、学習の計画を児童と共にたてる。 

第二次では、「走れ」で学習したことを生かし、ほぼ毎時間に授業の後半で並行読書でのリーフレッ

ト作りに生かしていく。まず、学習登場人物の人柄について考え、はじめと終わりの変化を大まかに

捉える。中心人物の変化に着目し、なぜ変わったのか、のぶよの立場から、けんじ、お母ちゃんに対



する気持ちや人物の関係を読んで行く。その際、個々の学習や班学習を効果的に用いることで意見交

換を深め、人物の心情にせまっていく。本時では、中心人物であるのぶよの心情が分かる表現を探し、

大きく変わったのはどこかをとらえさせたい。そして、中心人物に大きな影響を与えた対人物はだれ

か、変わったきっかけは何かを考えさせることで、なぜ変化したかを読み、そのことを自分の言葉で

表現させたい。そして、中心人物の心情の変化について友だちと交流することで、対人物の気持ち等

にもせまっていく。 

第三次では、第二次で選んだお気に入りの本の中心人物の気持ちの変化をふまえ、中心人物が大き

く変わった場面を紹介する。登場人物の人柄や初めと終わりとで中心人物がどのように変わったのか、

それはなぜなのかを説明する。特に、中心人物の気持ちの変化について自分の読みを生かし、そのこ

とをもとに変化のわけを考え、自分の発表に繋げるようにしたい。 

 

３ 単元の目標 

  ・中心となる人物の気持ちの変化とその理由について考えて読み、感想を伝え合うことができる。 

 

４ 単元の評価規準  

国語への 

関心・意欲・態度 

・物語の読むことに興味を持ち、中心となる人物の気持ちの変化を考えようとしてい

る。 

読む能力 

・本文中の言葉をもとに、中心となる人物の気持ちの変化とその理由を想像して読ん

でいる。Ｃ(１)ウ 

・人物の気持ちの変化やその理由について話し合い、一人一人の感じ方の違いがある

ことに気づいている。Ｃ(１)オ 

言語についての 

知識・理解・技能 

・登場人物の性格を表すために語彙を増やしている。伝国(１)イ(オ) 

 

５ 関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

3年 1学期 

「ゆうすげ村の小さな旅館」 

起きた出来事を読み取り、物語

のしかけを見つける。 

４年 1学期【本単元】 

「走れ」 

中心となる人物の気持

ちの変化とその理由を考

えて読む。 

５年 1学期 

「世界でいちばんやかましい音」 

物語の構成をとらえ、山場で起きた

変化について考える。 

3年 2学期 

「サーカスのライオン」 

中心となる人物の気持ちの変

化を考えながら読み、感想を伝え

合う。 

４年４月 

「こわれた千の楽器」 

人物の様子や気持ちを想像

して、音読する。 



６ 単元の計画 (全１０時間) 

  

学習活動            児童の意識の流れ     単元の主な評価規準 

 

 １次 「リーフレット」について知り、学習の流れをつかもう。          ２時間 

               

① 本の読み聞かせとリーフレットのモデルを見て 

お気に入りの本で、主人公に大きな変化がある 

場面を紹介しようという学習のめあてを持つ。 

「走れ」の範読を聞く。 

並行読書をする。  

 

② 学習の計画を立てる。 

 

2 次 物語文「走れ」を学習し、リーフレット作りに役立てよう。          ６時間                                            

 

③ 登場人物・中心人物・対人物を考え、それぞれ 

の人物の人柄とあらすじを考える。（ワークシート） 

○自分の選んだ本で 

④ 登場人物の前と後ろの心の変化をおさえ、全体 

の内容をつかむ。（ワークシート） 

  ○自分の選んだ本で  

 

⑤⑥ 中心人物の心がなぜ変わったか、どこで変わっ 

たのかを読む。（ワークシート）【本時】５／１０ 

  ○自分で選んだ本で 

⑦⑧ 自分の選んだ本でまとめる。 

 

 

 ３次 自分が読んだ本のリーフレットを紹介しよう。                ２時間 

 

⑨ 自分の選んだ本で発表練習をする。                                 

⑩ リーフレットを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

【付けたい力】 

・中心人物に着目して、叙述を基に人物像や対人物とのかかわりを考え、中心人物の気持ちの変化を読む力。 

並
行
読
書 

・リーフレットに興味をもち、並

行読書や発表会などのこれから

の学習に意欲的に取り組もうと

している。 

（関心・意欲・態度） 

・人物の気持ちの変化やその理由につ

いて伝え合い、それぞれの感じ方の

違いに気づいている。 Ｃ(１)オ 

 

・本文中の言葉をもとに、中心となる

人物の気持ちの変化とその理由を想

像して読んでいる。Ｃ（１）ウ 

 

 

自分もリーフレット 

を作ってみたいな 

 

はじめと終わりで中心

人物の気持ちが違う

な。 

要約の力が使える

な 

中心人物はのぶよな

んだな 

自分が選んだ本のリー

フレットでも考えてみ

よう 

中心人物の気持ちが変

わったのはなぜだろう 

心の変化のある本

を友だちに紹介し

たいな 

・登場人物の性格を表すために語彙を

増やしている。伝国(１)イ(オ)  

 ・文章の要点に気をつけながら要約し

ている。Ｃ（１）エ 

 

 

・中心人物の気持ちの変化の理由を例

をあげながら書いている。 

Ｂ（１）ウ 

 

 

・友達に伝わるように理由や事例をあ

げながら、筋道を立て、適切な言葉

で話している。Ａ（１）イ 

 

 



７ 本時の指導  （５／９） 

（１）目標 行動や会話などの叙述をもとに、中心人物の気持ちがどこでどのように変わったのか理由

を考えながら読むことができる。 

（２）準備物 拡大ワークシート 挿絵 児童用ワークシート 

（３）展開 

 学習活動【主な発問(★)】 指導上の留意点（○）と評価 

つ 

か 

む 

10 

分 

 

 

 

 

 

深 

め 

・ 

広 

げ 

る 

25 

分 

 

 

    

ま 

と 

め 

・ 

つ 

な 

げ 

る 

10 

分 

１ 前時までを振り返る。 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

○はじめとおわりの中心人物の気持ち

を確認する。 

２ 課題を解決する。 

（１）のぶよの気持ちがどのあたりで変わったのか考

える。 

★のぶよの気持ちが大きく変化したのは，どの場面で 

すか。 

・三の場面 

  全員で音読する 

（２）のぶよの気持ちが大きく変化したところを読み

取る。 

★のぶよの気持ちが変わったのはどの部分ですか。 

・「思わず、ぎゅんと足が出た。」のところ。それ

までは「体が重くなる」と書いてあるから。（あ、

もう走れない。）と書いてあるから。 

【個人】【ペア】【全体】 

★のぶよの気持ちはどうして大きく変わっていった 

たのだろう。 

・ふたりの声が聞こえたから。 

    

 

 

 

 

 

○のぶよの気持ちが大きく変化したと

ころを考えながら、音読させたい。 

○気持ちが変わったきっかけとなる部

分に線を引くように声をかける。 

○のぶよの気持ちが大きく変わったと

ころを，叙述に即した理由をつけて

話すように助言する。 

 

３ 課題をまとめ、交流する。 

・のぶよの気持ちが変わった場所やきっかけを自分

の言葉でまとめる。 

 

４ 次時の活動を確認する。 

○みんなで考え合ったことや板書を参

考にノートに自分の言葉でまとめる

ように助言する。 

 

読中心人物の行動や会話などの叙述

をもとに、中心人物気持ちの変化を

読み取っている。 

（ワークシート、発言、ノート） 

 

 

のぶよの気持ちが いつ変わったのか考えよう。 



（３）板書計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<言語活動のモデル 「中心人物の気持ちの変化のある本を紹介するためのリーフレット」> 
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